
4 3 2 1

児　童 97 68 29 2 1

教職員 93 32 61 7 0

保護者 91 14 77 7 2

児　童 94 59 35 5 1

教職員 100 36 64 0 0

保護者 91 19 72 8 1

児　童 97 70 27 2 1

教職員 96 39 57 4 0

保護者 88 12 76 11 1

児　童 93 72 21 4 3

教職員 96 50 46 4 0

保護者 88 13 75 11 1

児　童 95 69 26 3 2

教職員 96 29 67 4 0

保護者 88 13 75 11 1

児　童 93 62 31 5 2

教職員 89 18 71 11 0

保護者 79 9 70 19 2

児　童 97 80 17 2 1

教職員 96 60 36 4 0

保護者 95 18 77 4 1

児　童 98 77 21 1 1

教職員 96 71 25 4 0

保護者 96 20 76 3 1

児　童 97 80 17 2 1

教職員 96 43 53 4 0

保護者 94 23 71 4 2

平均
肯定率 考察と改善策

94

Ａ 95

94

学校は、人権・同和教育の視点に立
ち、いじめや差別を許さない意識や
態度を育てている。

Ａ 92

　「教育課程・学習指導」に関し
ては、引き続き、児童の実態を
しっかりと把握し、個々が学ぼ
うとする意欲を持続させながら
学習に取り組めるようタブレット
端末の活用等を含めた学習指
導の創意工夫・改善に努める。
今後は、Teamsを使った双方
向の交流を積極的に行っていく
ようにする。また、児童に使用す
る上でのルールをしっかりと徹
底させ、適切な活用法が身に付
くよう指導を続ける。

　「人権･同和教育・生徒指導」
に関しては、今後も個に応じた
きめ細かな配慮を心掛けたり、
言動に気を配ったりして児童が
安心して学校生活を送ることが
できるようにする。また、生徒指
導部会での情報交換を共有し、
教職員が共通理解を図り指導
するようにする。

コロナ禍の中でも実施可能な範
囲で体験活動を充実させるとと
もに、キャリア教育の推進に向
けてカリキュラムの構築を図る
必要がある。

校内外での安全な過ごし方の
指導や地域や保護者の見守り
を今後も連携して行っていくな
ど安全指導を継続する。

学校は、「学校のきまり」など生徒指
導体制の見直しを行い、児童の実
態に応じた適切な指導や支援を
行っている。

令和４年度　学校評価報告（集計結果と考察・改善策）

評
価
領
域

評価指標
総合
判定

対象 肯定率
評定（％）

【  評　定  】    ４:とても思う　３:やや思う　２:あまり思わない　１:全く思わない

【 肯 定 率 】    ４段階評定の４と３の肯定的評価の割合(％)

【総合判定】　Ａ(平均肯定率９０％以上)　Ｂ(平均肯定率８０％以上)　Ｃ(平均肯定率７０％以上)　Ｄ(平均肯定率７０％未満)

93

Ａ

学校は、将来に夢をもち、自分の進
路や生き方について考える児童を
育てている。

Ｂ 87

学校は、児童に交通安全やけが等
の防止について適切な指導を行う
とともに、安全な環境づくりに努め
ている。

学校は、個々の健康状態を確認す
るとともに、環境衛生の維持・改善
を行い、児童の健康保持・増進に努
めている。

Ａ

学校は、「３密を避ける」「状況に応
じたマスクの着用」及び「手洗いな
どの手指衛生」など、校内における
新型コロナウイルス感染症対策を適
切に行っている。

Ａ

学校は、松山の授業モデルをもと
に、一人一人が分かる喜び、共に学
ぶ喜びを実感できる授業を行って
いる。

Ａ

学校は、児童の学力や体力の状況
を把握し、それらの充実に向け計画
的に指導を行っている。

Ａ

Ａ

学校は、教科等の指導においてタブ
レットの活用等、効果的にＩＣＴ機器
を活用している。

96

97

96

　「保健管理」に関しては、組織
的に新型コロナウイルス感染症
予防に取り組めている。｢マスク
着用｣｢換気｣は定着している
が、「手指消毒」に課題が残って
いるため、重点的に指導を継続
していく。マスクを外せる場面
では、教職員が率先して外すよ
うにしていく。

教
育
課
程
・
学
習
指
導

人
権
・
同
和
教
育
・
生
徒
指
導

キ
ャ
リ
ア
教
育

安
全
管
理

保
健
管
理



児　童 96 73 23 2 2

教職員 93 43 50 7 0

保護者 89 16 73 10 1

児　童

教職員 100 54 46 0 0

保護者 90 18 72 8 2

児　童

教職員 93 50 43 7 0

保護者 88 12 76 10 2

児　童

教職員 96 46 50 4 0

保護者 91 12 79 7 2

児　童

教職員 93 32 61 7 0

保護者 85 15 70 14 1

児　童

教職員 86 11 75 14 0

保護者 91 11 80 8 1

児　童

教職員 86 11 75 14 0

保護者 73 5 68 23 4

児　童

教職員 79 8 71 21 0

保護者 76 6 70 20 4

児　童

教職員 86 11 75 14 0

保護者 78 6 72 19 3

組
織
運
営

学校は、特別支援教育の視点を
もって教育活動に取り組み、個に応
じた配慮や指導を適切に行ってい
る。

Ａ

学校は、新型コロナウイルス感染症
対策や相談事案等、管理職や学年
主任等を中心として組織的に対応
を行っている。

Ａ

78

学校は、関係園・校で連携し、児童
に対する教職員の理解や、児童の
相互理解の促進を図っている。

Ｂ

学校は、学校・学年だよりやホーム
ページ、メール等により、積極的に
情報を発信している。

Ｃ

82

学校は、言語活動の充実及び展掲
示の工夫等の環境整備に努めてい
る。

学校は、教育活動の充実に向けて
地域や保護者と連携・協力してい
る。

学校は、子どもたち一人一人が分か
る授業づくりや、様々な教育課題へ
の対応のため、積極的に研修に改
善に取り組んでいる。

「保護者・地域連携」に関して
は、地域と保護者の連携につい
て見直しを行い、実施していく
ようにする。　「情報提供」に関し
ては、B評価である。コロナ禍に
おいて学校の教育活動が見え
にくいため、ホームページの更
新を行うことで、児童の活動の
様子を積極的に発信するよう一
層努める。

89

89

80

B

Ａ

B

A

93

95

　「特別支援教育」の視点で個を大
切にした配慮や支援を今後も継続
していく。また、教育相談を充実さ
せ、保護者の思いもしっかりと受け
留めた関わりを充実させていく。

研
修 91

94

特
別
支
援
教
育

保
護
者
・
地
域
連
携
・
情
報
提
供

教
育
環
境

幼
・
保
・
小
・
中
連
携

B

学校は、教育の質の向上のために
関係園・校で連携し、学校間の系統
性を重視した学習指導を行ってい
る。

学校は、小１プロブレムや中１ギャッ
プの解消につなげるために関係園・
校で連携し、児童の学校生活に対
する不安感の軽減を図っている。

教員間のICT等を活用した指導に
差が出ないように、タブレット等の
効果的な活用法について研修を
行っている。今後も、教職員のICT
等の活用力を高め、授業改善に努
める。

目当てや学習のまとめなどの板
書計画の共通理解は図られた。
教室や掲示コーナーの展掲示
について、今後共通理解を図
り、充実させていく。

　「幼・保･小･中連携」では、１項目
に関して、Ｃ評価であるが今年度
は、中学校との連携について実践し
てきた。今後も、学校間の継続性を
重視しつつ、個々の児童に基礎的
な学力を定着させよう努めていくよ
うにする。また、幼稚園や保育園と
の連携は、昨年度と同様コロナ禍
のためできなかったが、状況を見な
がら、できることを行うようにして連
携を図っていく。保護者に対して
も、連携の様子を理解していただけ
るよう情報提供の仕方について工
夫していきたい。

　「組織運営」に関しては、教職
員の誠実な対応により、保護者
との良好な信頼関係を築いて
いると思われる。今後も継続し
ていくようにする。



児　童 96 83 13 4 2

教職員

保護者 92 38 54 6 2

児　童 87 45 42 10 3

教職員

保護者 83 19 64 16 1

児　童 95 70 25 3 2

教職員

保護者 96 32 64 4 0

児　童 81 44 37 15 5

教職員

保護者 52 13 39 41 7

児　童

教職員

保護者 75 12 63 22 3

児　童 80 44 36 15 5

教職員

保護者 52 19 33 38 10

児　童 84 44 40 13 3

教職員

保護者 75 17 58 24 1

児　童 83 55 28 11 6

教職員

保護者

児　童 95 79 16 4 1

教職員

保護者

お子さんは、学校に楽しく通ってい
る。 94

お子さんは、家庭や地域で挨拶が
できる子に育っている。 B

Ａ

そ
の
他

85

児童は、概ね楽しく学校に通
い、学校生活において思いやり
の気持ちをもって仲良く活動で
きている。「挨拶」「手伝い」に関
しては、昨年度のC評価のがB
評価となり、今年度重点的に指
導してきた成果が表れつつあ
る。しかしながら、「家庭学習の
習慣」「読書」に関しては、D評
価、「学年に応じた基本的な学
力」に関しては、C評価である。
「家庭学習の習慣」については、
昨年度もD評価であったため、
教職員で家庭学習の習慣化と
定着を図るため、粘り強く指導
を継続してきているが、十分な
成果が得られていないのが現
状である。「読書」に関しては、
「親子読書チャレンジ週間」を設
けたり、6年生や先生による読
み聞かせなど、読書への関心を
高める工夫をしたが、家庭での
読書にはつながっていないのが
現状である。今後さらに家庭と
の連携を強化し、家庭への啓発
を継続・充実させながら対応し
ていきたい。

67

66

お子さんは、友達を思いやり、仲よ
く活動できている。 Ａ 96

お子さんは、家庭学習の習慣が身
に付いている。
　学年×10分＋10分　　　（例）６年
生
　　　６×10＋10＝70（分）

D

堀江小学校は安心して通える学校
である。

お子さんは、読書に親しんでいる。 D

B

学校のことについて家の人とよく話
している。 Ｂ 83

　コロナ禍ではあるが、状況
を見ながら、行事などをでき
る範囲で行うことで、学校で
の出来事について保護者に
伝える児童が増えてきてい
る。このような取組を通して、
学校への信頼度が高めてい
くようにする。

80

Ａ 95

お子さんは、学年に応じた基本的な
学力が身に付いている。 C 75

お子さんは、家の手伝いや仕事が
できる子に育っている。


